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知的照明システム

知的照明システムは，複数の知的照明機器と複数の移動可能な照度センサ

および電力計から構成されるシステムである．

 

知的照明システムの特徴

このシステムには集中制御機構は存在せず，各知的照明機器が自律的に
動作することでシステムを制御する．そのため，耐故障性が高い．

自律分散制御

自律的な照度コントロール

移動可能な照度センサを用いることで，任意の場所に任意の明るさを
提供することも可能．

知的照明システムの制御アルゴリズム

 
知的照明システムを実現させる為には，ハードウェアの充実はもちろんの事，それらを制御するアルゴリズムが重要になる．

上の条件を満足させつつ，消費電力を削減する．

消費電力を削減する為には照度センサに
近い照明が点灯するべき．

電力が無駄な状態 省電力な状態

制御アルゴリズムに要求されるもの

設定された目標照度を満たす．

 

Network

1 2 3
A B

-0.5

0.0

0.5

1.0

0 500 1000 1500 2000
Number of steps

C
or

re
la

ti
on

 c
oe

ff
ic

ie
nt

SensorA

SensorB

a)  Lamp1
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b)  Lamp2
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相関が高い照明1，2： 明るく点灯
 

相関が低い照明3：     暗く点灯

省電力を考えると

各照明の照度センサA,Bに対する相関を示したグラフ

照明と照度センサの位置関係を動的に把握

光度の変化量と照度の変化量から相関係数を計算し，
照明と照度センサの位置関係を把握．

(ANA/CC：Adaptive Neighborhood Algorithm using Correlation Coefficient)
相関係数を用いた適応的近傍アルゴリズム
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目的関数

Lc：現在の照度 Lt：目標照度Cd：光度P：使用電力
n：照明センサの数 m：照明の数 R：相関係数w：重み

次光度を3種類の生成範囲を用いてにランダムに生成

照明にとってその時点で適切なものを1つ選択する

近傍A：光度を下げることを重視した生成範囲

近傍B：光度の調整を行う生成範囲

近傍C：光度を上げることを重視した生成範囲1.5
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知的照明のための適応的近傍アルゴリズム


